
 
 

「地域を学ぶから地域で学ぶへ」 

 

《１学年地域巡り》 
７月１６日（水）に１学年が地域巡りを行いました。巡る場所もルートも生徒が考えました。各町村のご理解とご協

力をいただき、バスの手配や当日の案内、説明をしていただきました。とても充実した地域巡りになりました。事故や

トラブルも無く、すべてのグループが笑顔で学校に戻ってくることができたことに感謝です。日頃から生活をしてい

る自分たちの地域ですが、新しい発見もありました。準備を進める中で、この地域の温かさや子どもたちへかける期

待を強く感じました。地域の子どもたちを地域で育てようとする思いが伝わってきて、この取り組みを今後も長く継

続したいと確認する１日となりました。ありがとうございました。 

清流祭でまとめを発表します。今回お世話になった方には生徒から招待状を出しお招きする予定です。大勢の

方に見ていただきたいです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

《2学年職業体験学習》 
 ７月１６日（水）・１７日（木）に、２学年が職業体験学習を行いま

した。職業体験は事前に「将来の自分をイメージし、何をしたいの

か、どんな仕事に就きたいか」を考えました。希望する仕事やそれ

に近い業務をしている事業所に生徒自身で連絡をして、受け入れ

を依頼する方法を取り入れました。緊張して連絡をする姿は新鮮

でした。この機会に、「自分は将来どんな仕事をするのだろうか」

とじっくり考える機会になりました。また、実施前には社会に出て

からのマナーを学ぶ機会を２回設けました。立ち姿や挨拶の仕

方、言葉遣いなど基本的なことを学びました。一緒に聞いていた

私たち職員も勉強になりました。職場での体験も事業所の皆様

の温かさを感じられ、充実した２日間になりました。貴重な経験

です。改めて自分の将来を考える機会になり、大きな収穫となり

ました。 

地域の皆様に関わっていただくことで、働く事の苦労も知り、

楽しさも知ることができ、明るい笑顔で報告してくれる子どもたちの表情に頼もしさを感じることができました。自分

の住む地域の良さも感じることもできた２日間でした。 
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小海中学校ホームページ＜http://www.koumi-jhs.ed.jp/＞からもご覧いただけます。 
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自分の進路を考える 
 ３年生は７月１６日（水）に、小海高校、佐久平総合技術高校、佐久長聖

高校から本校にお越しいただき、進路講話を行いました。実際に高校の先生

から具体的に学校の様子を伺う機会となり、高校入学後の生活をイメージで

きました。各校で特色ある取り組みを紹介していただき、学校によって大き

な違いがあることも分かりました。夏休み前にいいタイミングでの講話とな

り、自分の進路に向き合う機会となりました。 

 

日本の文化に触れる 
 ２年生の家庭科の授業で「浴衣体験」を行いました。浴衣が家にない家庭

も増えています。講師に来校いただき、自分で浴衣を着てみました。みんな

嬉しそうでした。教室内が夏祭りのような雰囲気になり、見ているだけでも

ワクワクしてきます。 

 今後も守っていきたい日本の文化に触れることができ、生徒たちもいい経

験をしたことでしょう。家でも着てみたいと思ってもらえると嬉しいです。 

 

７月２５日（金）は１学期終業式。学校長より以下の話がありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 困った時、不安なときは以下のところに相談できます。ひとりで抱え込まないことが大事です 

 

１ 親族に相談（保護者、兄弟姉妹、親戚…） 

２ 学校の先生に相談（担任、顧問、校長、教頭、養護教諭、副担任、副顧問…） 

３ 外部へ相談 

  (1)子どもの SOS相談窓口 

   https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/06112210.htm 

    (2)２４時間子ども SOSダイヤル   【０１２０－０－７８３１０】 

     https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/sodan/sodan.html 

    (3)LINE相談窓口「ひとりで悩まないで＠長野」 

     https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/sodan/line.html 

1学期が終わります。学校教育目標 「自学自習」 「思いやりの心」に精一杯に取り組んだ 76日間でした。 

2学期には、生徒会最大行事「清流祭」が待っています。「清流祭」に向け、学習発表や合唱の準備が進んで

います。そこで生徒会スローガンについて考えてみたいと思います。 

生徒会スローガンは、「月」～お互いを照らし合うことで無限の可能性を広げよう～です。お互いを照らすとは、

どういう意味なのでしょうか。とても考えさせられます。 

小海中創立 30 周年講演会で、本校卒業生である映画監督・アニメーション作家の新海誠さんが、「人とちが

うことを恐れないでほしいということ。 ～中略～  その悩みはあなたの力になるのだということを知ってほしいと

思います。」とメッセージを送っています。新海さんは、『一人ひとりの「好き」や「楽しい」、「なぜ」はちがう』『そ

のちがいは、あなたの確かな力となる』ということを伝えています。 

では、生徒会スローガンは何をすることなのか。私は、一人ひとりの「好き」や「楽しい」、「なぜ」を全校が互い

に大切にする。そして、とことん追究する。そのような小海中学校生であってほしいという願いが、このスローガン

には込められていると思っています。  

夏休みには、先生方も「好き」や「楽しい」、「なぜ」を求めて地域探検に出かけます。校長先生は、旧北相木中

学校、旧南相木中学校に通っていた方々が、今の組合立小海中学校にどのような期待を寄せているのか、その

思いを実際にお聞きしたいと思っています。 

2学期にはますます、「好き」や「楽しい」、「なぜ」を全校が互いに大切にし、一人ひとりがとことん追究する。小

海中学校の生徒と職員になれると信じています。 

さあ、いよいよ明日から夏休みです。どうか素敵な夏休みにしてください。 

 

 


